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新春の門出
　１月４日、長島町文化ホールで、平成 29 年長島町成人式が行われ、
新成人 102 人の新たな門出を祝いました。（関連記事＝Ｐ 10，11）



し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、
従
来
か
ら
進
め
て

お
り
ま
す
農
業
・
漁
業
な
ど
第
一
次

産
業
を
中
心
と
し
た
、
町
の
特
産
品

の
振
興
を
更
に
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
知
恵
と
工
夫
で
、
ま
た
、

新
し
い
気
持
ち
で
「
将
来
の
子
供
た

ち
に
は
夢
を
」「
地
域
を
支
え
る
若

者
に
は
活
力
を
」「
ご
苦
労
さ
れ
た

お
年
寄
り
や
弱
者
に
は
福
祉
の
充
実

を
」、
住
民
お
一
人
お
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
長
島
づ
く
り
に
、
先
頭
に

立
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
、
な

お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

向
け
て
、
長
島
の
情
報
発
信
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
、
こ
の
ご
指
導
と
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
、

町
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
く
必
要

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
に
は
、
長
島
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
「
総
合

振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
庁
舎
の
あ
り

方
に
つ
き
ま
し
て
も
目
途
を
つ
け
、

小
中
学
校
の
統
合
再
編
も
、
計
画
ど

お
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
周
辺
の

再
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
温
泉
の

湯
量
が
不
足
状
況
に
あ
る
、
椿
の
湯

の
整
備
充
実
を
図
り
、
民
間
の
お
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、
新
た
な
ホ
テ

ル
を
整
備
し
、
長
島
の
観
光
地
の
拠

点
づ
く
り
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
積
し
て
お
り
ま

し
た
課
題
に
、
一
定
の
方
向
性
を
示

考
え
て
お
り
ま
す
。

①
鹿
児
島
～
熊
本
～
長
崎
を
結
ぶ
三

県
架
橋
実
現
に
、
一
番
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
西
回
り
自
動
車
道
は
、
八
代
か

ら
川
内
ま
で
の
間
が
、
必
ず
開
通
い

た
し
ま
す
。
こ
の
高
速
道
路
開
通
の

効
果
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

②
さ
ら
に
、
阿
久
根
か
ら
宮
之
城
ま

で
の
空
港
道
路
も
整
備
さ
れ
、
利
用

度
が
高
ま
り
ま
す
。

③
ま
た
、
獅
子
島
架
橋
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ど
う
取
り
組
む
か
の
判
断
が

迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
で
は
、
こ
の
２
年
間
、

国
の
総
務
省
か
ら
人
材
支
援
と
し

て
、
井
上
貴
至
副
町
長
を
迎
え
「
ぶ

り
奨
学
金
」
制
度
の
創
設
や
「
獅
子

島
の
子
落
と
し
塾
」
の
開
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
て
、
全
国
に

　

長
島
町
は
昨
年
、
合
併
10
周
年
の

節
目
を
越
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と

歩
み
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
10

年
間
の
活
力
あ
る
長
島
町
の
実
現
を

目
指
し
て
「
総
合
振
興
計
画
」
の
策

定
が
進
行
中
で
す
。
現
在
の
「
長
島

人
口
ビ
ジ
ョ
ン　

長
島
版
総
合
戦

略
」
と
併
せ
て
、
当
計
画
が
誇
り
高

き
『
長
島
』
を
後
世
に
自
信
を
持
っ

て
引
き
継
げ
る
よ
う
な
中
身
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
政
に
お
い
て
は
、
本
年
４
月
に

田
尻
小
学
校
が
川
床
小
学
校
と
統
合

さ
れ
、
来
年
に
は
汐
見
小
学
校
が
城

川
内
小
学
校
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
島
本
島

地
区
の
学
校
統
合
再
編
に
向
け
た
検

討
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
総
合
運
動

公
園
や
大
型
宿
泊
施
設
、
消
防
分
遣

所
の
整
備
な
ど
、
大
き
な
予
算
を
伴

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
指
導
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
も
国
内
で
は
熊
本
地
震
や
鳥

取
地
震
、
台
風
10
号
の
大
雨
に
よ
る

岩
手
・
北
海
道
地
方
の
河
川
の
氾
濫

と
浸
水
被
害
な
ど
、
大
規
模
な
自
然

災
害
が
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
熊
本
地
震
は
本
町
で
も
震
度
５
弱

を
観
測
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大

き
な
被
害
も
な
く
安
堵
い
た
し
ま
し

た
。
本
町
で
は
皆
さ
ん
か
ら
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
タ
オ
ル
類
や
下
着
類

と
共
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
飲
料
水
、

非
常
食
等
の
支
援
物
資
を
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
重
ね
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
１
月

下
旬
の
雪
害
で
、
春
バ
レ
イ
シ
ョ
を

は
じ
め
と
す
る
農
作
物
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
９
月
に
は
平
成

22
年
以
来
と
な
る
赤
潮
が
発
生
し
、

約
12
万
匹
の
養
殖
ブ
リ
が
へ
い
死
す

る
な
ど
深
刻
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

過
去
に
例
が
な
い
時
期
に
発
生
し
た

こ
と
で
、
生
産
者
に
お
か
れ
ま
し
て

は
対
策
に
苦
慮
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
生
産
者

に
お
か
れ
ま
し
て
は
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

魅
力
あ
る
長
島
づ
く
り
を
目
指
し

更
な
る
飛
躍
へ 

新
た
な
10
年
の
ス
タ
ー
ト

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
る

く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

町
政
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
は
、

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
合
併
10
周
年
を

迎
え
、
３
月
に
は
記
念
式
典
を
盛
大

に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
数
々
の
記
念
事
業
を
開

催
し
、
町
民
の
融
和
と
格
差
是
正
の

一
体
化
を
、
皆
様
と
確
認
で
き
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
は
、
更
な
る
飛
躍
を

願
っ
た
10
年
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
新
し
い
10
年
の
目
指
す
広

域
的
、
長
期
的
な
事
業
と
い
た
し
ま

し
て
、
次
の
３
点
が
重
要
で
あ
る
と

う
懸
案
事
項
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、『
長
島
町
議
会
基
本
条

例
』
に
掲
げ
る
理
念
の
下
、
議
会
活

性
化
を
図
り
な
が
ら
、
様
々
な
町
政

課
題
の
解
決
に
向
け
、
し
っ
か
り
と

し
た
議
論
を
重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意

尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
議
員
が
も
う
一
度

初
心
に
立
ち
返
り
、
議
会
と
し
て
の

果
た
す
役
割
・
責
任
を
十
分
認
識
し

て
魅
力
あ
る
『
長
島
』
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
今
年
も
健
や
か
で
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

行人岳から出水市方面を望む

長
島
町
長　

川
添　

健

長
島
町
議
会
議
長　

児
島　

薩
男
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町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
ど
れ
く
ら
い
納
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成

27
年
度
の
決
算
を
報
告
し
ま
す
。
歳

出
は
、
目
的
別
と
性
質
別
に
分
け
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
27
年
度
は
、「
長
島
町
総
合

振
興
計
画
」
後
期
計
画
の
４
年
目
と

し
て
、
町
道
や
農
林
道
改
良
事
業
な

ど
積
極
的
に
事
業
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
普
通
会
計
で
７
年
連
続

と
な
る
１
０
０
億
円
を
超
え
る
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総
額

１
２
５
億
９
９
６
２
万
円
、
歳
出
総

額
１
１
４
億
８
１
６
９
万
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
11
億
１
７
９
２
万

円
で
、
実
質
単
年
度
収
支
は

2
億
１
８
９
５
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
9
億
51
万

9
千
円
、
港
湾
整
備
3
億
８
８
７
４
万

6
千
円
、
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
4
億
９
７
０
万
6
千

円
、
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

2
億
１
８
６
４
万
4
千
円
、
太

町
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す
平
成
27
年
度
決
算
報
告

民生費
24 億 4561 万 8 千円

21.2％

土木費
18 億 9323 万円

16.5％

公債費
17 億 3236 万 6 千円

15.1％

総務費
23 億 1385 万 5 千円

20.2％

農林水産業費
10 億 278 万 4 千円

8.7％

教育費
5 億 9833 万 9 千円

5.2％

衛生費
5 億 9182 万 7 千円

5.2％

消防費
3 億 3354 万 5 千円

2.9％

災害復旧費
7581 万 7 千円

0.7％

商工費
3 億 8412 万円

3.3％
議会費

1 億 1019 万 5 千円
1.0％

歳出
（目的別）
114 億
8169 万
６千円

　義務的経費とは、町で働く
職員の人件費や国などへの借
金返済額を表す公債費、児童
や高齢者などを支援するため
の扶助費などのことです。
　 本 町 の 平 成 27 年 度 決 算
の歳出では、義務的経費が 
39.6％を占めています。

義務的経費が 39.6％

行
政
用
語
の
解
説
（
歳
出
）

■
歳
出

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等

の
支
出

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事

務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福

祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物

処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、

公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽

減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会

教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
償
還
金

陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
改
修

事
業
４
０
０
１
万
2
千
円
な
ど
を

実
施
し
た
た
め
投
資
的
経
費
は

29
億
９
４
６
６
万
4
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
積
立
金
は
、
夢
追

い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
に

7
億
１
５
６
万
3
千
円
、
夢
追
い
獅

子
島
架
橋
基
金
に
2
億
６
７
８
万
円

な
ど
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、

基
金
残
高
も
58
億
５
５
９
３
万
3
千

円
で
前
年
比
9
億
４
４
３
万
6
千
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町
財

政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
財
政
運
営
に
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
分
に

係
る
使
途
の
明
確
化
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

（
国
・
地
方
）
が
５
％
か
ら
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
収
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
使
途
を
明
確
化
し
、
社
会
保
障
施

策
に
要
す
る
経
費
（
人
件
費
以
外
）
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
27
年
度
の
地
方
消

費
税
（
社
会
保
障
財
源
化
分
）
は

８
５
７
３
万
７
千
円
と
な
り
、
こ
れ
ら

は
「
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
」「
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
」「
保
育
所
運
営

事
業
」「
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
」「
母

子
保
健
事
業
」「
予
防
接
種
事
業
」「
健

康
増
進
事
業
」な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

依

存

財 源

自 主

財
源

町税
8 億 6926 万 3 千円

6.9％

繰越金
8 億 9678 万円

7.1％

地方交付税
49 億 4152 万 2 千円

39.2％

国庫支出金
16 億 8548 万 5 千円

13.4％

県支出金
8 億 2766 万 9 千円

6.6％

16 億 7700 万円
13.3％

町債

その他
2 億 7346 万 4 千円

2.2％

分担金及び負担金
1 億 6370 万 5 千円

1.3％

その他
12 億 6473 万 7 千円

10.0％歳入
125 億
9962 万
5 千円

自主財源その他内訳（単位：千円）
　使 用 料
　手 数 料
　財産収入
　寄 附 金
　繰 入 金
　諸 収 入

45,766
8,059

57,692
77,499

212,165
863,556

依存財源その他内訳（単位：千円）
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

66,474
1,105
2,204
2,248

191,086
6,417
2,348
1,582

行
政
用
語
の
解
説
（
歳
入
）

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

体
等
の
収
入

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

し
た
お
金

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
税

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
・
補
助

金
な
ど

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

自
主
財
源
は
25
・
４
％　

　

町
の
財
源
に
は
、
町
税
な
ど

の
自
分
た
ち
で
収
入
を
得
る
「
自

主
財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
よ
う
に
国
や
県
な
ど
か
ら

交
付
さ
れ
る
「
依
存
財
源
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
自
主
性
が
高

い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

投
資 的 経 費

義

務
的

経
費

そ
の

他
経

費

物件費
13 億 3349 万 4 千円

11.6％

人件費
13 億 702 万 6 千円

11.4％

普通建設事業費
29 億 1884 万 7 千円

25.4％

補助費
8 億 494 万 7 千円

7.0％

公債費
17 億 3236 万 6 千円

15.1％

扶助費
15 億 261 万 7 千円

13.1％

繰出金
7 億 6892 万 5 千円

6.7％

積立金
9 億 4524 万 4 千円

8.2％

歳出
（性質別）
114 億
8169 万
６千円

災害復旧事業費
7581 万 7 千円

0.7％

その他
9241 万 3 千円

0.8％
その他内訳（単位：千円）

維持補修費
投資および出資金

88,463
3,950
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

提
出
し
た
後
、健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
）

と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比

率
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
決
算
に
基

づ
く
長
島
町
の
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　

①
実
質
赤
字
比
率

　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標

で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
一
般
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る

比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質
赤
字

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
通
し
て
の
赤
字
額
が
、
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。
本
町
の
全
て
の
会
計
は
黒

字
の
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は

算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

③
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
で
、

３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公

債
費
と
は
、
自
治
体
が
発
行
し
た
町

債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の

実
質
公
債
費
比
率
は
８
・
９
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

④
将
来
負
担
比
率

　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担
が
、
標

準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か

を
示
す
指
標
で
す
。
本
町
の
将
来

負
担
比
率
は
12
・
４
％
と
な
り
、
早

期
健
全
化
基
準
（
３
５
０
％
）
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の

資
金
の
不
足
額
が
各
企
業
の
事
業
の

規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
公
営

企
業
に
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

○長島町の平成 27 年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

★資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」お
よ
び「
経
営
健
全
化
基
準
」。

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が

「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期
健

全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健

全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再
生

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政
再

生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の
強

力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政
の

再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
財
政
指
標
を
公
表

平成 27年度指標 平成26年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 14.66 20.0

②連結実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 19.66 30.0

③実質公債費比率 		8.9 		9.2 25.0 35.0

④将来負担比率 12.4 11.7 350.0

平成 27年度指標 平成26年度 (参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

太陽光発電特別会計

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
な
ど
に

10
億
９
４
８
９
万
７
千
円
を
追
加

　

平
成
28
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
、
12
月
９
日
か
ら
20
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
国
の
補
正

予
算
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
道
路
改
良

事
業
の
増
額
や
認
定
こ
ど
も
園
さ
す

え
施
設
整
備
事
業
、
赤
潮
被
害
緊
急

支
援
事
業
、
水
産
基
盤
整
備
の
た
め

の
県
営
事
業
負
担
金
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
10
億
９
４
８
９
万
７
千
円
追
加
、

総
額
１
１
６
億
４
７
２
７
万
円
）
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
工
事
長
島
港
の
工
事
請
負
契

約
変
更
や
長
島
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
と
長
島
町
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
指
定
な
ど
を
含

む
13
議
案
が
可
決
。「
商
工
会
に
対

す
る
平
成
29
年
度
補
助
金
等
に
関
す

る
要
望
書
」
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
長
島
町
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

単位：千円 第４回議会定例会
追加された予算の主な事業

総務課
ふるさと納税報償品等 55,927
東消防分遣所整備事業 32,509
企画財政課
町有施設整備基金積立（東消防分遣所） 32,359
離島航路に対する運営費補助 4,400
町民福祉課
臨時福祉給付金支給事業 27,499

「認定こども園さすえ」施設整備事業 190,086
子ども子育て支援事業

（保健福祉センター内おもちゃ購入） 4,000

水産商工課
赤潮被害緊急支援事業 10,278
県営事業負担金（薄井漁港） 21,888
県営事業負担金（葛輪漁港） 63,840
かごしま長島物産展事業（山形屋） 1,255
温泉センター「椿の湯」熱源設備等工事 27,408
水道課
鷹浦地区簡易水道再編推進事業 72,521
西部地区簡易水道再編推進事業 98,344
北部地区簡易水道再編推進事業 123,484
川床地区簡易水道再編推進事業 62,032
農林課
畑作農産加工センター冷蔵庫交換工事 4,536
耕地課
農道維持補修工事（鷹巣地区） 12,000
土砂崩壊防止事業（城川内地区） 3,000
土砂崩壊防止事業（火ノ浦地区） 21,002
農業基盤整備促進事業（蔵之元地区） 20,002
中山間地域所得向上支援事業（広野地区区画整理） 32,500
台風による農地災害復旧事業 6,300
単独農地災害復旧事業 4,200
建設課
葛輪瀬戸線道路整備事業負担金（本浦工区） 7,000
長島宮之浦港線道路整備事業負担金（平尾工区） 6,643
長島ぐるっと一周石積み石張り工事 87,839
舗装補修改良事業 82,140
鷹巣杉ノ段線改良事業 61,198
藤之元口之福浦線改良事業 61,503
指江川内線改良事業 44,010
浦汐屋茅屋線改良事業 1,500
浦底杉ノ段線改良事業 38,804
法面落石防護対策事業 30,000
長島港海岸保全施設長寿命化計画策定 31,000
伊唐地区防波堤整備事業 25,000
教育総務課
統合再編に伴う記念樹の植栽（川床小学校） 1,081
社会教育課
B&G 海洋センター体育館改修工事 3,233

一般会計の予算の総額
は 116 億 4727 万円に

汐
見
小
学
校
が
城
川
内
小
学
校
へ
の

統
合
再
編
が
決
定

　

今
回
、
議
会
へ
上
程
さ
れ
た
「
長

島
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
が
20
日
の
最
終
本
会

議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、
汐

見
小
学
校
が
城
川
内
小
学
校
へ
の
統

合
再
編
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
準
備
委
員
会
な
ど
で
統
合

再
編
へ
向
け
て
の
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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３
県
架
橋
を
実
現
さ
せ
よ
う

行
人
岳
山
頂
ま
で
の
道
路
整
備
が
完
了

山頂まで整備された行人岳線

↑川添町長へ寄附金を手渡す阿多委員長

↑テープカットを行う関係者

町
道
行
人
岳
線
竣
工
式

　

12
月
26
日
、
行
人
岳
参
道
入
り
口

で
町
道
行
人
岳
線
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
道
平
尾
川
床
線

の
行
人
岳
入
口
か
ら
行
人
岳
山
頂
ま

で
の
区
間
１
４
１
４
㍍
の
道
路
改
良

事
業
で
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
。
平
成
21
年
４
月
か
ら
着

工
し
、
総
事
業
費
６
億
９
４
０
０
万

円
を
投
じ
、
と
７
年
８
カ
月
の
年
月

を
か
け
て
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
は
、
川
添
町
長
を
は
じ
め

町
関
係
者
、町
議
会
、工
事
に
携
わ
っ

た
施
工
業
者
、
関
係
者
ら
が
出
席
し

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
碑
の
除
幕
後
に
は
、
行
人
岳

不
動
明
王
廟
の
阿
多
靖
直
委
員
長
か

ら
川
添
町
長
へ
寄
附
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
阿
多
委
員
長
は
「
町
に
よ

り
行
人
岳
山
頂
ま
で
素
晴
ら
し
い
道

路
を
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
。
我
々

と
し
て
も
何
か
町
に
お
礼
を
で
き
な

い
か
と
考
え
今
回
の
寄
附
と
な
っ

た
。
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
受
け
取
っ
た
川

添
町
長
は
「
長
島
を
代
表
す
る
行
人

岳
に
登
り
つ
め
る
よ
う
な
人
材
育
成

と
な
る
、
ぶ
り
奨
学
金
の
た
め
の
基

金
に
積
み
立
て
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

↑参道入り口に設置された記念碑

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
、
九
州
西
岸
軸
構
想
推
進
地
方
大
会

　

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
お

よ
び
長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
の
３
県

を
地
域
高
規
格
道
路
で
結
ぶ
九
州
西

岸
軸
構
想
の
推
進
地
方
大
会
が
12
月

17
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
３
県
の
経
済
界
や

行
政
関
係
者
ら
約
８
０
０
人
が
参

加
。
本
町
か
ら
も
企
業
や
団
体
、
行

政
の
関
係
者
ら
が
参
加
し
て
、
早
期

実
現
へ
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
以
来
16
年
ぶ
り
に
本
町

で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
。
城
川
内
郷

土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
鐘
踊
り
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
毎
年
募
集
し
て
い
る

同
構
想
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
県
の
部
で
最
優

秀
賞
と
な
っ
た
城
川
内
小
学
校
３
年

の
楠
元
仁ま

さ
み
ち道
さ
ん
と
、
長
島
中
学
校

１
年
の
福
永
碧あ

い
と斗
さ
ん
に
壇
上
で
、

三
反
園
訓
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
石
原

進
相
談
役
が
登
壇
し
「
三
県
架
橋
と

観
光
」
に
つ
い
て
、
外
国
人
の
誘
致

な
ど
架
橋
に
よ
る
観
光
産
業
発
展
の

可
能
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
終
わ
り
に
は
、
開
催
地
を

代
表
し
て
川
添
町
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
三
県
架
橋
の
調
査
の

再
開
、
必
要
な
道
路
整
備
の
予
算
確

保
な
ど
大
会
決
議
に
つ
い
て
の
提
案

を
読
み
上
げ
、
参
加
者
か
ら
多
く
の

拍
手
を
受
け
、
大
会
決
議
案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
長
島
海
峡（
約
２
㌔
）

と
長
崎
県
島
原
半
島
―
熊
本
県
天
草

下
島
の
早
崎
瀬
戸
（
約
４
・
５
㌔
）

の
２
つ
の
架
橋
を
含
む
高
規
格
道
路

で
３
県
を
結
び
、
実
現
す
れ
ば
陸
路

で
約
７
時
間
か
か
る
鹿
児
島
市
―
長

崎
市
が
３
時
間
半
弱
で
結
ば
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

↑３県知事や３県架橋議員連盟によるあいさつ

↑オープニングを飾った城川内郷土芸能保存会

↑三反園知事から表彰を受ける楠元仁道さん

↑大会決議を発表する川添町長
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それぞれの思いを胸に秘めて
平成29年長島町成人式

　

１
月
４
日
、
長
島
町
の
新
成
人

１
１
１
人
を
対
象
に
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
の
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
に
は
、
晴
れ
着
姿
に
身
を
包

ん
だ
１
０
２
人
が
集
い
、
旧
友
を
見

つ
け
て
は
歓
喜
の
声
を
あ
げ
た
り
、

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
す
る
新
成
人

た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
健
町
長
か
ら

「
若
い
皆
さ
ん
が
夢
と
情
熱
を
持
ち

行
動
に
移
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
た
く
ま
し
い
行

動
力
が
必
要
で
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
、
多
く
の
人
か
ら
の
祝
福

と
激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
邑
山
龍
太
郎

さ
ん
（
宮
ノ
浦
）
は
「
今
日
か
ら
社

会
を
担
う
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
忘

れ
ず
、今
度
は
私
た
ち
が「
愛
」と「
希

望
」
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な

大
人
に
な
り
た
い
」
と
力
強
く
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
担
う
若
者
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
お
祝
い
行
事
で

は
、畠
添
一
誠
さ
ん
（
川
床
中
１
年
）

と
畠
添
史
彬
さ
ん
（
川
床
小
４
年
）

兄
弟
が
ピ
ア
ノ
演
奏
で
祝
福
し
、
各

中
学
校
の
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
を
上

映
し
て
、
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

国歌を伴奏する早野あゆかさん（浦底） 目録を読み上げる吉田健悟さん（葛輪）旧友と笑顔でピース

↑受付をする運営委員会メンバーら ↑誓いの言葉をのべる邑山龍太郎さん（宮ノ浦）

↑ピアノ演奏を披露する畠添史彬さん ↑記念品を手にする新成人 ↑町民憲章を朗読する上原佳輔さん（小坂）
　と上窪陽奈子さん（田尻）

↑同級生と記念撮影（平尾中学校） ↑同級生と記念撮影（獅子島中学校）
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長
島
町
と
長
島
町
教
育
委
員
会

は
、10
月
12
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

獅
子
島
を
除
く
す
べ
て
の
中
学
校
区

で
、
２
回
目
と
な
る
２
校
案
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

説
明
後
の
意
見
交
換
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
鷹
巣
会
場
】町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

10
月
12
日　

参
加
者
41
人

Ｑ	

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
に
な

れ
ば
、
バ
ス
は
役
場
前
に
止
め
て
歩

か
せ
て
は
ど
う
か
。

Ａ	

乗
降
場
所
に
つ
い
て
は
他
の
車

両
の
通
行
等
も
あ
る
の
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ	

合
同
に
よ
る
部
活
動
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
統
合
す
れ
ば
解
消
さ
れ
る

の
か
。
武
道
館
を
建
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
、
新
し
い
部
活
動
は

要
望
す
れ
ば
作
れ
る
の
か
。

Ａ	

現
状
よ
り
は
改
善
さ
れ
る
が
合

同
チ
ー
ム
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
武
道
館
に
つ
い
て
は
洗
心
館
を

活
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
新

し
い
部
活
動
に
つ
い
て
は
指
導
者
の

確
保
が
重
要
と
な
る
。

Ｑ	

建
設
費
用
は
不
要
と
な
っ
て
い

る
が
ト
イ
レ
等
は
足
り
る
の
か
。

Ａ	

教
室
数
は
足
り
る
の
で
、
新
校

舎
は
必
要
な
い
と
の
意
味
で
不
要
と

し
て
い
る
。
ト
イ
レ
等
の
改
修
は
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ	

２
校
に
再
編
す
る
時
期
は
い
つ

か
。
ま
た
鷹
巣
中
と
長
島
中
は
同
時

に
統
合
す
る
の
か
。

Ａ	

平
成
30
年
度
に
は
何
ら
か
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
た
い
。
同
時
で
は
な

く
と
も
、
早
く
結
論
が
出
た
と
こ
ろ

か
ら
進
め
る
。

Ｑ	

Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
の
話
し
合
い
は

行
っ
て
い
な
い
の
か
。

Ａ	

実
際
に
話
し
合
い
を
進
め
る
の

は
統
合
の
意
志
が
固
ま
っ
た
こ
ろ
に

な
る
。

【
長
島
会
場
】
指
江
庁
舎

　

10
月
17
日　

参
加
者
38
人

Ｑ	

川
床
・
長
島
・
平
尾
の
３
校
で

統
合
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ	

３
校
統
合
の
場
合
、
相
当
時
間

が
か
か
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｑ	

将
来
的
に
は
１
校
と
考
え
る
が
、

最
終
的
に
２
校
と
判
断
し
た
の
な
ら

子
供
の
た
め
に
も
進
め
て
も
ら
う
の

が
一
番
良
い
。

Ａ	
理
想
は
１
校
と
推
進
し
た
が
議

会
で
否
決
と
な
っ
た
。
少
し
で
も
前

に
進
め
る
た
め
２
校
を
目
指
し
た

い
。

Ｑ	

こ
の
会
は
２
回
目
だ
が
３
回
目

は
あ
る
の
か
。
１
回
目
の
平
尾
会
場

の
意
見
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

Ａ	

こ
の
会
は
今
後
も
開
催
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
平
尾
校
区

に
つ
い
て
は
１
校
案
が
大
き
な
意
見

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
１
回
目

の
会
で
は
結
論
は
出
て
い
な
い
。

●
１
校
に
統
合
し
て
ほ
し
い
。
２
校

な
ら
ば
両
校
と
も
ク
ラ
ス
替
え
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
教
育
環
境

を
均
等
に
し
て
ほ
し
い
。

●
現
状
を
考
え
る
と
、
今
の
段
階
で

１
校
は
難
し
い
。
２
校
案
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
。

●
今
回
の
２
校
案
は
議
会
で
否
決
さ

れ
な
い
よ
う
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ	

２
校
が
い
い
の
か
１
校
が
い
い

の
か
正
直
わ
か
ら
な
い
。
統
合
の
判

断
材
料
と
し
て
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
た
い
。

Ａ	

参
考
と
な
る
も
の
は
あ
る
と
思

う
が
、
方
向
性
は
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
た
い
。
地
域
が
理
想
と
す
る
学

校
づ
く
り
に
対
し
て
力
添
え
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

【
川
床
会
場
】

■
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

10
月
18
日　

参
加
者
20
人

Ｑ	

統
合
は
残
念
だ
が
、
生
徒
数
の

推
移
や
部
活
動
の
状
況
を
考
え
る
と

仕
方
が
な
い
。
す
る
な
ら
早
目
に
し

て
ほ
し
い
。

Ａ	

生
徒
数
が
多
け
れ
ば
色
々
な
部

活
が
で
き
る
。
指
導
す
る
教
職
員
の

配
置
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
地
域
の
か
た
に
も
協
力
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ	

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
ど
う
な
る
か
。

Ａ	

コ
ー
ス
を
分
け
て
幹
線
で
の
乗

車
に
な
る
。
帰
り
は
部
活
動
の
時
間

を
考
慮
し
て
２
便
に
な
る
。

■
塩
追
公
民
館

　

10
月
19
日 

参
加
者
21
人

Ｑ	

鷹
巣
中
と
で
は
な
く
、
長
島
中

と
平
尾
中
の
３
校
で
統
合
す
る
案
は

な
か
っ
た
の
か
。
保
護
者
の
中
に
は

長
島
中
学
校
に
３
校
統
合
と
い
う
意

見
も
多
い
。
２
校
案
は
旧
両
町
で
安

易
に
分
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
３
校
の
場
合
の
生
徒
数
の
推

移
な
ど
の
資
料
も
ほ
し
い
。

Ａ	

案
と
し
て
は
出
た
が
、
枠
組
み

を
判
断
す
る
過
程
で
川
床
中
は
鷹
巣

中
と
統
合
す
る
２
校
案
を
ま
と
め

た
。

　

旧
両
町
の
区
切
り
で
は
な
く
、
教

職
員
や
部
活
動
に
つ
い
て
総
合
的
に

判
断
し
た
結
果
、
現
在
の
２
校
案
に

な
っ
た
。必
要
な
資
料
は
提
示
す
る
。

Ｑ	

２
校
案
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
る
と
思
う
。
再
度
、
１

校
案
の
推
進
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ	

地
域
の
理
解
が
な
け
れ
ば
２
校

案
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
長
高
跡
の

１
校
案
に
つ
い
て
は
、
関
連
も
含
め

て
議
会
が
３
回
否
定
し
て
い
る
。
現

状
の
ま
ま
で
は
提
案
で
き
な
い
。

Ｑ	

通
学
す
る
中
学
校
を
選
択
す
る

制
度
や
考
え
は
な
い
か
。

Ａ	

例
外
と
し
て
、
条
件
を
満
た
し

審
査
の
う
え
で
学
区
外
通
学
を
認
め

て
い
る
場
合
は
あ
る
が
、
選
択
制
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｑ	

保
護
者
の
考
え
が
一
番
の
民
意

だ
と
思
う
の
で
、
保
護
者
を
集
め
て

意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

Ａ	

未
就
学
児
の
保
護
者
も
含
め
て

話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
る

程
度
結
論
づ
け
て
ほ
し
い
。
地
域
の

人
た
ち
に
は
そ
の
結
果
を
尊
重
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

■
火
ノ
浦
公
民
館

　

10
月
24
日 

参
加
者
17
人

Ｑ	

将
来
的
に
は
１
校
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
時
期
は
い
つ
か
。

Ａ	

長
島
高
校
跡
地
に
し
て
も
他
の
場

所
に
し
て
も
、
１
校
に
ま
と
ま
る
の

は
今
の
状
況
で
は
難
し
い
。
ま
ず
は

２
校
に
統
合
し
、
次
の
段
階
で
１
校

に
と
い
う
話
が
出
て
く
る
と
考
え
る
。

Ｑ	

議
会
は
２
校
案
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ	

議
会
も
２
校
案
で
決
め
て
い
る
。

Ｑ	

30
年
度
の
統
合
に
向
け
ど
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て
い
る

の
か
。

Ａ	

可
能
で
あ
れ
ば
年
内
に
も
結
論

を
出
し
た
い
。

Ｑ	

川
床
地
区
の
意
見
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

Ａ	

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

未
就
学
児
の
保
護
者
も
含
め
て
話
し

合
う
機
会
を
作
れ
た
ら
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ	

統
合
の
場
合
、
校
歌
や
校
章
は

新
し
く
し
て
ほ
し
い
。

Ａ	

統
合
が
決
ま
れ
ば
準
備
委
員
会

を
設
置
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ	

統
合
が
決
ま
れ
ば
交
流
学
習
の

場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

Ａ	

こ
れ
ま
で
の
例
で
は
統
合
す
る

１
年
前
か
ら
交
流
す
る
場
を
設
け
て

い
る
。

※
川
床
中
校
区
の
３
会
場
に
お
い
て

は
、
保
護
者
に
よ
る
話
し
合
い
が
計

画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
を

地
域
と
し
て
も
尊
重
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
平
尾
会
場
】
老
人
憩
い
の
家

　

10
月
24
日　

参
加
者
50
人

Ｑ	

署
名
を
集
め
住
民
投
票
を
請
求

し
た
が
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。
議
会

と
の
意
見
交
換
会
も
断
ら
れ
、
不
満

が
あ
る
中
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。

Ａ	

住
民
投
票
は
教
育
に
つ
い
て
は

な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。
最
終
的
に

議
会
が
判
断
す
る
の
は
議
会
制
民
主

主
義
の
基
本
的
な
形
で
あ
る
。

Ｑ	

長
島
中
と
平
尾
中
が
統
合
し
た

場
合
、
各
教
科
専
門
教
員
が
配
置
さ

れ
る
の
か
。

Ａ	

10
教
科
11
科
目
で
あ
り
、
統
合

に
よ
る
加
配
が
期
待
で
き
る
の
で
数

と
し
て
は
揃
う
と
考
え
る
。

Ｑ	

高
齢
者
は
残
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
大
多
数
。
理
解
が
得
ら
れ

な
け
れ
ば
統
合
は
し
な
い
の
か
。

Ａ	

地
域
が
全
く
理
解
を
示
さ
な
い

統
合
は
あ
り
得
な
い
。
無
理
や
り
進

め
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｑ	

２
校
で
統
合
し
て
も
平
成
35
年

に
は
全
学
年
が
１
ク
ラ
ス
に
な
る
。

そ
の
と
き
１
校
に
統
合
す
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
。

Ａ	

町
全
体
で
統
合
再
編
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
１
校
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
た
と
き
が
検
討
す
る
時

期
に
な
る
。

中
学
校
（
２
校
案
）

①
川
床
中
学
校
は
鷹
巣
中
学
校
と
統

合
（
鷹
巣
中
学
校
へ
）

②
平
尾
中
学
校
は
長
島
中
学
校
と
統

合
（
長
島
中
学
校
へ
）

２
校
案
と
す
る
理
由
と
し
て

①
既
存
の
４
校
存
続
は
議
会
で
陳
情

が
不
採
択
と
さ
れ
、
住
民
も
統
合
再

編
へ
の
意
向
は
強
い
。

②
長
島
本
島
で
は
１
校
が
理
想
で
あ

る
が
、
合
併
10
年
で
は
、
ま
だ
そ
の

環
境
に
な
い
。
ま
た
、
現
状
で
は
町

民
（
各
界
各
層
）
の
理
解
を
得
ら
れ

る
環
境
に
も
な
い
。

③
統
合
再
編
に
つ
い
て
は
、
１
年
あ

ま
り
三
者
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
結

論
に
至
ら
ず
、
教
育
委
員
会
、
議
会

の
意
向
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
最
終

的
に
は
町
長
が
判
断
し
、
２
校
へ
の

統
合
再
編
を
推
進
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

Ｑ	

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
保
護
者
の
意
見
が
集

約
さ
れ
て
い
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

	

（
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
理
事
会
で
の
話

し
合
い
や
会
員
へ
の
説
明
を
考
え
て

い
る
の
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
教
育
委
員
会
）
そ
の
よ
う
な
会
を

設
け
て
い
た
だ
け
た
ら
喜
ん
で
伺

う
。
精
一
杯
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ	

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
資
料
も
あ
れ
ば
話
が
進
む

の
で
は
な
い
か
。

Ａ	

必
要
な
内
容
を
事
前
に
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
次
の
機
会
で
示
す
。

Ｑ	

町
外
に
出
た
子
ど
も
た
ち
を
呼

べ
る
環
境
を
作
る
べ
き
。
ま
た
、
統

合
し
た
ら
校
名
は
変
え
な
い
の
か
。

Ａ	

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
ぜ
ひ

行
っ
て
い
き
た
い
。
校
名
に
つ
い
て

は
統
合
が
決
ま
っ
た
後
に
意
見
が
出

れ
ば
検
討
す
る
。

Ｑ	

現
状
維
持
で
い
い
の
で
は
な
い

か
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
に
も

不
安
が
あ
る
。

Ａ	

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
統

合
が
決
ま
っ
て
か
ら
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
。
保
護
者
で
集
ま
っ
て
話
し

合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ	

保
護
者
の
意
見
が
大
切
で
あ
る
。

話
し
合
い
も
い
い
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
れ
ば
よ
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
早
い
う
ち

に
協
議
し
て
ほ
し
い
。

Ａ	

川
床
中
校
区
で
も
２
校
案
を
も

と
に
保
護
者
に
方
向
性
を
委
ね
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
平
尾
中
校
区
で
も

そ
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
考
え

は
我
々
も
同
じ
な
の
で
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
。

※
説
明
会
の
後
、
川
床
中
校
区
と
平

尾
中
校
区
に
お
い
て
は
未
就
学
児
も

含
め
た
保
護
者
に
よ
る
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
の
推

進
等
に
つ
い
て
、
随
時
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

※
「
●
」
は
会
場
の
参
加
者
か
ら
出

さ
れ
た
意
見

↑川床コミュニティセンターでの説明会の様子

↑説明に耳を傾ける参加者（平尾会場）

中
学
校 

２
校
案   

統
合
再
編
説
明
会

（

）
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わが町の地方創生

「長島ふるさとレストラン」２月開始予定

　長島町は、「料理界の東大」辻調理師専門学校と
の包括連携協定の一環として、主要都市の一流シェ
フを招へいして町の生産者を回る長島大陸視察ツ
アーを実施しています。
　今回、更なる町の特産品ＰＲの加速化、視察をし
たシェフとの継続的連携確率を目的として、レスト
ランの食事券をふるさと納税返礼品として、追加す
ることが決定しました。

　有効期限中は、長島町産の食材を使用した特別
コースを堪能することができます。
　第一弾は、東京青山の高級フレンチ「モノリス」の
特別コースを、２月に開始する予定で進めています。
　町外に住む、親族や友人に長島町のふるさと納税
について話をされてみませんか？

　12 月 17 日からの 2日間、長島大陸 Nセンター
で１泊２日の起業体験キャンプが行われました。
　このプログラムは、「Don't	Talk,All	Action」を合
い言葉に、議論するより行動を重視する起業体験プ
ログラム「StartupBase	U18」とコラボレーション
として開催されました。「StartupBaseU18」は高校
生・大学生を対象に、主に東京で開催されています
が、今回は、東京以外の地方で初開催となりました。
　集まった高校生は長島出身者４人を含む 17 人。
出水高校や鶴翔高校など近隣からの参加に加え、遠
くは福岡からの参加者もいました。
　プログラム開始から早々に、自分のアイデアを参
加者全員にぶつけ、仲間を集め、アイデアの試作品
を作成します。試作品作りでは屋外から野草や石を
持ってくる班や、実際に iPhone アプリを作ってし
まった班もいました。
　「起業家メンター」として長島在住の起業家や経
営者がアドバイザーとして参加。山上農園の山上博
樹さん、「達者の家」代表の大平怜也さん、地域お
こし協力隊の土井隆さんが高校生たちの案や試作品
に対して厳しくも温かいアドバイスを送っていまし
た。
　アドバイスを受け、一から案の作り直しを迫られ
た班もありましたが、その班が審査会では見事に優
勝するなど、起業体験キャンプは参加者らにとって、
とても充実した２日間となっていました。
　Ｎセンターでは今後もこのような体験型のプログ
ラムを実施する予定です。

「高校生のための起業体験キャンプ in 長島」 第２回長島町地域おこし協力隊 大報告会を開催
　平成 28年 6月に開催した、第 1回地域
おこし協力隊大報告会から約半年が経過
し、その後も地域おこし協力隊 8人のさ
まざまな活動が行われてきました。
　そこで、「第 2回長島町地域おこし協力
隊員大報告会」を次のとおり開催します。
　これまでの活動と今後の抱負を紹介しま
す。興味のある人、時間のある人はぜひお
越しください。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　いつも長島大陸Ｎセンターを利用していただき、
ありがとうございます。
　おかげさまで当施設には、多い時で１日に 20人
以上もの人が利用していただいています。
　しかし、昨年 12月から小学生の利用が運営の想
定を大きく超える規模にまで拡大したことを受け、
施設利用にあたって十分な安全性を確保するため、
小学生以下のご利用は、全学年で保護者の同伴を条
件とさせていただくこととなりました。
　熱心に宿題等を行う小学生たちが、仕事などの事
情で保護者の同伴が難しいがために施設利用がかな

わない状況を作ってしまうことは大変心苦しいです
が、今後も安全な形で継続的に Nセンターを運営
していくためのルール変更であることをご理解くだ
さい。
　引き続き、自習やイベントで Nセンターを利
用する際は、Ｎセンターのホームページ（http://
ncenter-nagashima.com/）にアクセスし、事前に
開館情報をチェックされるようお願いします。
　今後ともＮセンターをよろしくお願い致します。

長島大陸Ｎセンター利用ルールが変わりました

～ふるさと納税の返礼品に、一流レストランの食事券を追加～

○日　時　2月 10日（金）
　　　　　19：00～ 20：30
○場　所　長島町開発総合センター
　　　　　1階大ホール
○その他　途中入退出歓迎

土井　隆さん 太田　良冠さん 丸山　啓志さん

神明　竜平さん明石　照久さん

鬼氣　悟士さん・益田　菜央子さん 間瀬　海太さん

　12 月 24 日からの２日間、平成 28 年度３回目の
獅子島の子落とし塾が開催され、町内から 18人の中
学生が参加しました。
　冬休みが始まったばかりの 1・	2 年生は、冬休み
の宿題を中心に大学生との交流を楽しんでいました。
　高校受験を控える 3年生は苦手な受験科目を中
心に大学生と勉強に取り組む姿が見えました。途中、
勉強の気分転換も兼ね、大学生設計のレクリエー
ションやワークショップも行われました。
　参加した前田来望さん（鷹巣中２年）は「子落と
し塾があったおかげで、勉強を教えてもらったり、
あまり話さない大学生と話せたりして良かった」と
笑顔で話していました。

「第３回獅子島の子落とし塾」

↓
早
速
試
作
品
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

↑
メ
ン
タ
ー
の
話
を
聞
く
高
校
生

↑修了証を手に協力してもらった人たちと記念撮影

↓
苦
手
科
目
に
取
り
組
む
中
学
生

↑塾終了後に参加者全員で記念撮影

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］
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↑
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
を
受
け
た
児
童

～
平
成
28
年
度
歯
の
表
彰
～

　

町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
、
長
島
町
に
住
む
す
べ

て
の
人
が
一
人
ひ
と
り
健
康
で
い
き

い
き
と
生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の
中
や
歯

の
健
康
に
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
歯
の
表
彰
を
行
う
こ

と
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
３
つ
の
部
門
で
計
57
人

が
、
12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

赤嵜　聖琉（赤　崎）
赤瀬　佳乃（指　江）
飯田　　希（本　浦）
上野　麗梛（川床上）
浦本　一護（川床上）
大畑　新望（小　坂）
海江田桃花（上　揚）
柏木　美雲（唐　隈）
桐野　龍王（指　江）
小屋　響希（汐　見）
坂之下愛菜（山門野中）
坂元　　葵（浦　底）
﨑口　徹範（宮ノ浦）
佐々木凪士（　潟　）
白濵　心菜（御所ノ浦）

末松　　凜（母良木）
竹山　晴雅（指　江）
建山　陽斗（浦　底）
谷村　侑哉（上　揚）
椿　　結菜（山門野中）
長元希々羽（薄　井）
西崎　美紀（福ノ浦）
濵島　海司（薄　井）
福濵　由奈（城川内）
溝口　銀河（　西　）
宮脇　新奈（福ノ浦）
山下　光煌（北方崎）
山下　眞來（福ノ浦）
脇田　希彩（蔵之元）
割地　　玲（山　中）

【６歳児むし歯ゼロ表彰者】
就学時健診でむし歯が無かった 6 歳児

【7024 表彰者】
70 歳以上 80 歳未満で、自分の歯を 24 本以上持っている人
石橋百合子（川床下）
石原千惠子（小　坂）
浦底　和男（浦　底）
小田　　保（片　側）
笹元　弘道（御所ノ浦）
白濱　　信（御所ノ浦）
杉本　　弘（川　内）
髙田　文夫（浦　底）
谷元　美行（御所ノ浦）

出水ケイ子（山　寺）
濵上キヌエ（本　浦）
濵島　吉子（薄　井）
濵畑　喜征（脇　崎）
林　喜久子（加世堂）
福守　　壽（指　江）
本間　已之（中　南）
山本　健二（薄　井）
𠮷武　博子（茅　屋）

池田トシ子（山門野上）
神原　安男（犬鹿倉）
久保チヱ子（指　江）
坂本アヤノ（茅　屋）

濵﨑シトミ（火ノ浦）
早﨑はるみ（葛　輪）
平田　幸作（浦　底）
藤川　正登（片　側）

【8020 表彰者】　　　　　　
80 歳以上で自分の歯を 20 本以上持っている人

　

長
島
町
は
高
血
圧
症
の
人
が
県
平

均
と
比
べ
て
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。
長
島
町
食
生
活
改
善
推

進
員
が
減
塩
を
推
進
す
る
た
め
に
長

島
フ
ェ
ス
タ
で
２
０
０
食
の
減
塩
み

そ
汁
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

１
４
１
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
結
果
、「
う
す
い
・
や
や
う
す
い
」

と
感
じ
た
人
が
36
％
い
ま
し
た
。

長
島
フ
ェ
ス
タ
で
減
塩
み
そ
汁
を
配
布

長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員

↑
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
推
進
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
が
集

落
で
の
料
理
教
室
な
ど
で
減
塩
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
た
ち
も
料
理
教
室
を
！
」

と
い
う
か
た
は
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
や
骨
太

ク
ッ
キ
ン
グ
の
ほ
か
親
子
で
ク
ッ
キ

ン
グ
な
ど
何
で
も
対
応
し
ま
す
。

うすい
13%

ややうすい
23%

ふつう
61%

ややこい
3%

「
減
塩
み
そ
汁
の
味
を
ど
の
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
か
？
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

長島町民生委員児童委員および主任児童委員名簿
担当地区 氏　名 担当地区 氏　名

1 田尻 萩野かおり 20 御所ノ浦・湯ノ口 喜久　一志
2 火ノ浦 杉山　歌代 21 幣串 池田　直美
3 山門野下・中・上 千葉佐美惠 22 平尾中南 山角　美治
4 加世堂・梅ノ木山 石橋眞知子 23 母良木・犬鹿倉 山﨑　祐子
5 川床下・中 大堂きみ子 24 藤之元・萩之牟礼 加治木信子
6 川床上・小坂・杉ノ段 福嵜ミスエ 25 浜漉・北方崎 永田れみ子
7 牧・市来崎 崎迫さとみ 26 茅屋 𠮷武真知子
8 脇崎・塩追 田中　豊美 27 蔵之元上・中 長嵜千里子
9 赤崎・山寺・上揚 平田利恵子 28 蔵之元下・渡釜 桐野　瑞子
10 野中・菅牟田・宮ノ浦 平野ちず子 29 小浜 前田いみ子
11 山中・本町 畠中　晶子 30 指江 大平由美子
12 西・矢堂 川添　康成 31 川内 杉本　實子
13 伊唐 濱畑　辰惠 32 城川内 川田　幸則
14 浦底 西﨑加代子 33 唐隈 榎田　勝子
15 福ノ浦 濵口八重子 34 広野 溝口　守光
16 桂代・三船 井上　和子 35 汐見・潟 久保　賢一
17 薄井・白瀬 入口　庄子 36 馬込 湯田かづ子
18 本浦・葛輪 早﨑真由美 37 主任児童委員 ( 東地区） 田渕　玲子
19 片側 岩下　昭人 38 主任児童委員 ( 西地区） 清原　郁美

任期：平成 28 年 12 月１日～平成 31 年 11 月 30 日 　

　

長
島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
（
川
田
幸
則
会
長
）
は
、
12
月

１
日
、
３
年
間
の
任
期
を
終
え
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
感
謝
状
を
伝

達
し
、
新
た
な
委
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
12
月
期
の
定
例
会
に

あ
わ
せ
て
伝
達
式
を
実
施
し
、
任
期

を
務
め
退
任
す
る
10
人
の
委
員
に
鹿

児
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
、
６
年

以
上
委
員
を
務
め
た
２
人
に
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
を
川
添
町
長

が
伝
達
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
川
田
幸
則
さ
ん
は
「
民
生

委
員
制
度
は
平
成
29
年
に
制
度
創
設

１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
お

け
る
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行
政
機
関

を
は
じ
め
、
必
要
な
支
援
へ
の
『
つ

な
ぎ
役
』
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で

防
犯
灯
25
基
を
設
置

　

本
町
で
は
、
平
成
28
年
度
宝
く
じ

助
成
金
で
、
要
望
の
あ
っ
た
母
良

木
、
湯
ノ
口
、
西
集
落
な
ど
19
集
落

に
合
計
25
基
の
防
犯
灯
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
ら
が
自

主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
や
犯

罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
防
犯
灯
と
な
っ

て
い
ま
す
。

↑西集落に設置された防犯灯

歯
は
健
康
の
原
点

民
生
委
員
児
童
委
員
が
交
代

３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

こい
0%
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Tax News 納期内納入にご協力ください ◎
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間
は

２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
水
）

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与

の
支
払
い
時
に
行
わ
れ
る
「
年
末
調

整
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
る
た
め
、

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
あ
ら
た
め

て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
人

は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

　

る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

▼
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

▼
公
的
年
金
の
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
の
人

　

公
的
年
金
に
か
か
わ
る
雑
所
得
を

有
す
る
人
で
、
そ
の
年
中
の
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
年
分
の
公
的

年
金
な
ど
に
か
か
わ
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ

い
て
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
２
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月

15
日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
確
定
申

告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

種
所
得
金
額
（
例
：
生
命
保
険
契

　

約
な
ど
に
基
づ
く
一
時
金
を
受
け

　

取
っ
た
場
合
や
、
不
動
産
の
貸
付

　

に
よ
る
収
入
が
あ
る
場
合
な
ど
）

　

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　

い
る
人

④
給
与
所
得
者
以
外
で
昨
年
中
の
所

　

得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶

　

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

　

控
除
の
額
を
超
え
る
人

⑤
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭
わ
れ
た
人

⑥
多
額
の
医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
人

⑦
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
（
購
入
）・

　

増
改
築
し
、
年
末
に
お
い
て
金
融

　

機
関
に
借
入
金
残
高
の
あ
る
人

※
⑤
～
⑦
に
該
当
す
る
場
合
は
、
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
・
納
付
期
限
の
３
月
15
日
間

近
に
な
る
と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
の
作
成
に
関
す
る
相
談

会
場
（
税
務
署
・
役
場
）
に
来
場
す

る
際
は
、
整
理
・
集
計
を
行
っ
た
収

入
の
分
か
る
資
料
や
経
費
の
領
収
書

の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

筆
記
用
具
、
電
卓
、
印
鑑
を
持
参
く

だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ

る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
確

定
申
告
の
提
出
を
し
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要

で
す
。

人
事
異
動

〈
課
長
級
〉

企
画
財
政
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）

杉
原　

幸
弘

教
育
総
務
課
長

（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
第
一
係
長
）

○
立
山　

茂
盛

農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
農
村
振
興
係
長
）

○
山
下　

俊
弘

企
画
財
政
課
参
事（
企
画
財
政
課
長
）

兒
玉　
　

誠

農
業
委
員
会
参
事

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）前

田　

益
久

〈
課
長
補
佐
級
〉

企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
第
一
係
長

（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
第
二
係
長
兼
建
築
係
長
）

濵
田　

光
夫

保
健
衛
生
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
第
一
係
長

（
保
健
衛
生
課
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
第
一
係
長
）

○
塚
田　

斉
章

平
成
29
年
１
月

　

１
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

水
産
商
工
課
長
補
佐
兼
水
産
係
長
兼
水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
係
長

（
水
産
商
工
課
主
幹
兼
水
産
係
長
兼
水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
係
長
）

○
池
上　

栄
司

農
林
課
技
術
補
佐
兼
農
村
振
興
係
長

（
農
業
委
員
会
主
幹
兼
第
一
係
長
）

○
椎
原　

洋
樹

建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長
）

長
岡　

留
美

〈
係
長
級
〉

建
設
課
用
地
係
長
兼
建
築
係
長

（
建
設
課
用
地
係
長
）

追
田　

博
徳

農
業
委
員
会
係
長

（
農
業
委
員
会
第
二
係
長
）長

岡　

一
明

景
観
推
進
課
主
任

（
景
観
推
進
課
技
師
）

山
下　

幸
博

長島町地域包括支援センターだより

町民歌体操（仮名）をマスターして元気な生活を！

　地域包括支援センターでは、現在、町民歌
に合わせた体操を作成中です。
　この体操は足先や肩回りなどを動かし、日
頃使わない筋肉を使うプログラムになってい
ます。年齢を重ねても自立した生活を送るた
めには、身体機能の維持・向上を図ることが
必要です。
　サロンや、老人クラブなどの活動時にみな
さんでこの体操を行い、運動する習慣をつけ
ていきましょう。
　町民歌体操や運動などに興味のある人は、
お問い合わせください。
　運動習慣をつけて、ますます元気な生活を
送りましょう！

○町民歌体操のネーミングを募集
　現在作成中のこの体操のネーミングを募集
します。アイデアのある人は、1 月 31 日 ( 火 )
までにご連絡ください。

◎問い合わせ先　
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］
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１
日

２
日

４
日

６
日

７
日

８
日

9
日
～
20
日

14
日

15
日

17
日

18
日

19
日

21
日

26
日

27
日

28
日

30
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
定
例
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

阿
久
根
地
区
防
犯
協
会
長
島
支
部
合
同
研
修
会

（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　

(

鹿
児
島
市
）

長
島
フ
ェ
ス
タ　
　
　
　
　
（
役
場
駐
車
場
）

建
設
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

統
計
功
労
表
彰
伝
達
式　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会

町
水
産
振
興
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

土
地
改
良
事
業
団
連
合
会
理
事
会
・
役
員
意

見
交
換
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

三
県
架
橋
地
方
大
会　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

小
里
貞
利
氏
告
別
式　
　
　
　
　
（
霧
島
市
）

漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
知
事
要
望
（
鹿
児
島
市
）

行
人
岳
線
竣
工
式
・
祝
賀
会

　
（
行
人
岳
参
道
入
口
・
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

職
員
ア
イ
デ
ア
表
彰（

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

仕
事
納
め
式　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

消
防
団
年
末
警
戒
激
励

［
短
歌
］

あ
ら
く
れ
し
こ
こ
ろ
に
「
昼
の
い
こ
い
」
聴
く
と
た
ん
に

和
み
ゆ
く
吾
が
こ
こ
ろ
か
な　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

母
の
服
鏡
に
う
つ
し
に
て
い
る
と
思
も
深
き
ふ
る
さ
と
遠
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

わ
が
叔
母
は
九
〇
過
ぎ
て
も
畑
仕
事
鎌
持
ち
畦
を
さ
っ
そ

う
と
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

寒
に
耐
え
氷
雨
に
耐
え
て
み
じ
ろ
が
ず
蜘
蛛
に
暫
し
の
西

陽
射
し
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

繁

小
春
日
の
人
な
き
庭
に
金
柑
の
た
わ
わ
実
り
て
父
母
の
七

回
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

年
取
る
や
思
い
出
す
な
ど
人
生
だ
や
る
気
有
て
も
ど
ー
に

も
な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

淑
気
満
つ
顔
を
上
げ
た
る
始
業
式
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

着
岸
の
渡
船
が
人
吐
く
秋
の
暮　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

秋
澄
む
や
豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
響
き
を
り　
　

山
嵜
加
代
子

夕
さ
り
の
声
を
さ
が
せ
ば
鶴
渡
る　
　
　
　

迫
口　

君
代

子
守
女め

の
も
ろ
泣
き
し
て
い
る
秋
の
暮　
　

筑
前　

初
市

運
動
会
午
後
は
白
線
引
直
す　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

赤
帽
が
白
帽
も
ぐ
や
運
動
会　
　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

改
札
に
人
波
寄
せ
る
暮
の
秋　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

秋
澄
む
や
大
聖
堂
の
鐘
響
き　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

汐
の
香
の
微
か
に
匂
ふ
暮
の
秋　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

青
青
と
輝
く
島
も
冬
に
入
る　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

秋
澄
む
や
神
山
を
割
る
那
智
の
滝　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

甑
島
近
く
に
見
え
て
秋
澄
め
り　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

　癒されたいなと思っている人
の心がラクになって、いつの間
にか笑顔になれるようなメッ
セージを紹介します。

尾
関
高
文　

著

　４歳児（娘）にやられっぱな
しの芸人父。
　ゆるいイラストも相まって、
笑えます。面白いです。

「
芸
人
と
娘
」

著
者　

心
屋
仁
之
助

「
ネ
コ
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
」

出
水
野
の
穏お

だ

し
き
冬
を
楽
し
ま
ん
啼
き
つ
つ
空
を
巡
る
鶴

見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

デ
イ
ケ
ア
の
風
船
バ
レ
ー
に
年
忘
る
負
け
て
は
笑
ひ
勝
て

ば
バ
ン
ザ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

寒
菊
の
固
き
蕾
が
ゆ
る
み
た
り
香
の
煙
が
漂
ふ
な
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

苔
を
生
す
電
設
碑
に
て
想
ひ
出
づ
ラ
ン
プ
に
頼
り
た
る
島

の
暮
ら
し
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

月
光
の
冴
え
ゐ
て
数あ

ま
た多
釣
れ
し
と
ふ
貰
ひ
し
烏い

か賊
は
種
々

に
色
変
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

前
年
は
死
産
せ
し
牛
が
今
産
み
て
う
ご
め
く
仔
牛
を
訝い

ぶ
か

し

み
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

毎
年
の
賀
状
に
干
支
の
ち
ぎ
り
絵
を
作
り
て
十
年
老
ひ
て

倦う

ま
ざ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

自
然
薯
を
掘
り
し
と
笑
顔
で
玄
関
に
い
ま
亡
き
歌と

も友
の
息

子
立
ち
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

12
月

あ
と
幾
年
民
宿
の
料
理
作
れ
る
や
度
の
強
き
眼
鏡
に
買
い

替
え
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

つ
わ
ぶ
き
の
花
咲
き
そ
め
し
郷
里
を
友
は
去
り
行
く
田
も

家
も
売
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

老
わ
れ
を
支
え
て
く
る
る
友
の
あ
り
い
つ
迄
続
く
わ
れ
の

農
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

紫
蘇
の
香
の
香
る
味
噌
汁
味
わ
い
て
わ
れ
の
朝
食
楽
し
く

も
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

こ
の
冬
の
漬
物
に
せ
ん
大
根
を
夕
映
え
の
畑
に
吊
し
干
し

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

死
亡
記
事
の
年
齢
と
病
名
を
拾
い
読
む
病
み
て
い
つ
よ
り

か
わ
れ
の
慣
わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

つ
る
し
柿
は
日
当
る
軒
に
吊
さ
れ
て
古
き
が
な
か
に
新
し

き
柿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

愛
で
を
り
し
柿
の
も
み
じ
葉
赤
々
と
今
朝
の
風
に
て
庭
に

散
り
果
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

舗
装
路
に
昨
日
の
落
葉
生
な
ま
し
葉
裏
返
し
て
時
雨
に
濡

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

叙勲・旭日単光章を受章

　12 月 20 日、故　本田實さん（城川内）に、
長年にわたる地方自治の振興発展に貢献され
た功績をたたえ、叙勲旭日単光章が贈られ、
川添町長からスエ子夫人へ伝達されました。
　同氏は、昭和 54 年４月から平成 11 年４
月までの 5 期 20 年間にわたり、長島町議会
議員として在職し、この間、同議会副議長、
同議会総務教民常任委員会委員長などの要職
を歴任。円滑な議会運営に努力するとともに、
常に髙い政治信念のもとに活動を続け、町の
産業振興、文化、福祉の向上など地方自治の
振興発展に尽力されました。

↑川添町長から夫人（写真中央）へ伝達されました

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいた
だきました。
　・行人岳不動明王廟運営委員会
　・宿泊海鮮料理あじろ
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組み
です。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付
へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

城川内の（故）本田實さん

2021 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



『
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
』
開
催

　

鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、
当

会
所
属
の
弁
護
士
を
派
遣
し
て
各

地
を
巡
回
す
る
形
で
の
無
料
法
律

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
で
の
悩
み
事
や
ト
ラ
ブ

ル
に
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

す
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
な
ん
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
遠
慮
な
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
開
催
日
時
・
場
所
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
予
約

制
（
先
着
順
）
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
３
日
（
金
）
13
時
～
16
時

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
青
少
年
研
修
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効

講
習

　

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講

習
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
日
・
時
間

　

２
月
11
日
（
土
）

　

受
付　

午
後
２
時
～

　

講
習　

午
後
２
時
30
分
～

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
大
会
議
室

○
対
象

　

有
効
期
限
が
１
年
２
カ
月
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し

て
い
る
免
許
証

○
当
日
持
参

　

①
操
縦
免
許
証
②
認
印
③
料
金

　

④
住
民
票（
本
籍
記
載
の
も
の
）

　

※
住
所
記
載
の
無
い
免
状
の
場
合

　

※
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合

○
料
金
・
講
習
時
間

更
新
：
９
千
円
（
１
時
間
）

失
効
：
１
万
５
千
円（
２
時
間
20
分
）

（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

※
写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
視
力
検
査
も
実
施
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼
養
推

進
月
間
」

　

県
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
猫
の

適
正
飼
養
推
進
月
間
」
と
定
め
、

飼
い
猫
を
、
最
後
ま
で
愛
情
と
責

任
を
持
っ
て
飼
い
育
て
る
こ
と
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

○
猫
の
適
正
飼
養

　

・
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

・
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

・
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

県
・
市
町
合
同
公
売
会
を
実

施
し
ま
す

　

県
税
や
市
町
税
の
滞
納
に
よ
り

差
押
え
を
行
っ
た
物
件
に
つ
い

て
、
県
と
市
町
が
合
同
で
公
売
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
26
日
（
木
）

　

開
場
：
午
前
９
時

　

入
札
：
午
前
９
時
40
分
か
ら
順
次

○
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

２
階
大
・
中
ホ
ー
ル
、
展
示
ロ
ビ
ー

○
公
売
予
定
物
件

　

電
化
製
品
、
焼
酎
、
日
用
品
な
ど

○
入
札
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

①
印
鑑
（
認
印
可
、
法
人
の
場

　

合
は
代
表
者
印
）

　

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

　
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

③
購
入
代
金

　

④
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
に

　

参
加
す
る
場
合
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。

○
訓
練
科
目
・
期
間

　

木
造
建
築
課
・
２
年

　

火
・
木
・
土
曜
日
の
年
62
日
程
度

○
入
校
資
格

　

・
高
校
卒
以
上
お
よ
び
同
等
の

　
　

学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

　

・
雇
用
保
険
の
加
入
者
ま
た
は

　
　

労
災
保
険
特
別
加
入
者

○
入
校
手
続
き

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
訓
練

　

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
授
業
料

　

月
額
５
千
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
（
84
）
２
４
５
１

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
入
校
生
募
集

　

建
築
、
塗
装
、
内
装
、
ブ
ロ
ッ

ク
組
積
、
配
管
、
庭
園
管
理
に
関

す
る
技
術
・
技
能
を
習
得
し
、
住

宅
全
般
に
係
る
幅
広
い
施
工
が
で

き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

○
訓
練
科
目

　

建
築
科

○
受
付
期
限

　

２
月
24
日
（
金
）

○
応
募
資
格

　

・
職
業
転
換
を
必
要
と
す
る
人

　

・
平
成
29
年
３
月
に
義
務
教
育

　
　

を
修
了
見
込
み
の
人

○
選
考
日

　

３
月
１
日
（
水
）

○
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
（
数
学
［
義
務
教
育

修
了
程
度
］）、
面
接

○
応
募
手
続

　

入
校
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
願
書
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
は
当
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
）

　

卒
業
証
明
書
ま
た
は
学
校
調
査

書
な
ど
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

　

専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
請

求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
で

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
に
は
、

自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｗ
ｅ

ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請
求
で
き
る

「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

請
求
さ
れ
た
証
明
書
は
、
郵
送

の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登
記
所
や
法

務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

○
窓
口
請
求
よ
り
安
い

　

・
窓
口
請
求　

６
０
０
円

　

・「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

　
　

郵
送
受
取　

５
０
０
円

　
　

窓
口
受
取　

４
８
０
円

○
自
宅
に
い
な
が
ら

　

手
数
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
、
電
子
納
付
対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納

付
で
き
ま
す

○
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
簡
単

　

登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡

単
な
初
期
設
定
を
行
う
だ
け
で
利

用
で
き
ま
す
。

※
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
「
登
記
・
供

託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
」

（http://w
w
w
.touki-kyoutaku-

online.m
oj.go.jp/

）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
６
７

　長島町の焼酎をＰＲするためのイベント
「よいまい」を鹿児島中央駅アミュ広場で行

います。

○日時
　　１月 24日（火）～ 26日（木）
　　午前10時～午後７時（26日は午後６時まで）
○場所
　　かごしま中央駅 AMU広場
　　鹿児島市中央町 1－ 1
　　☎ 099（254）0300
○内容
　　・長島町特産品の販売（全 12ブース）
　　・島内限定焼酎「島娘」の特別販売
　　・特産品の当たるスタンプラリー
　　・ゆるキャラはなちゃんとの写真撮影や
　　　ジャンケン大会

長島まるごとフェア「よいまい」in アミュ広場

◎問い合わせ先
　長島町商工会　☎（86）0209
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

本浦小学校で竹灯籠祭り

想的な光が学校を包みこむ幻
　12 月３日、旧本浦小学校で竹灯籠祭りが行わ
れました。今回で２回目となったこの祭りは、白
瀬、本浦、葛輪の３集落で、前回の倍近い約 720
本の竹灯篭を作りました。
　同日の昼は、3 集落の老人クラブの人たちがグ
ラウンドゴルフ大会を実施した後、集落の人たち
と一緒に竹灯籠を設置するなど諸浦地区全体でこ
の祭りを盛り上げました。
　「閉校後の跡地活用を話すきっかけになって始
めた竹灯籠祭りだが、来年は地域外からも多くの
人が集まる祭りにしたい」と発起人である飯田満
穗さん（本浦）は話しました。

↑スノードームを手にする福山恵利さん（左）と小屋真咲さん（右）

汐見小 5・6 年生がスノードーム作り

験を通じて光を学ぶ実
　12 月 10 日、汐見小学校（上原祐二校長・９人）
５・６年生の２人が、地域おこし協力隊の丸山啓
志さんと一緒に、理科の授業で「スノードーム作
り」を行いました。
　紫外線の有無や影響を感じてもらうために、飾
り付けのビーズや、材料の一つの “洗濯のり” か
ら作られるスライムを使い、紫外線による色の変
化を観察しました。その後、いろいろな小物やス
パンコールなどを使い、思い思いのスノードーム
を作成しました。
　小屋真咲さんは「ビーズの色が変わった時にす
ごいと思った。完成したスノードームは持って
帰って家族に自慢したい」と笑顔で話しました。

↑校庭一面に置かれた竹灯篭

長島フェスタ（産業・福祉・健康まつり）

吹き飛ばす歓声飛び交う雨
　本町の年を締めくくる年内最後のイベント、長
島フェスタ（産業・福祉・健康まつり）が 12 月４日、
役場駐車場と町開発総合センターで開催されまし
た。
　神村学園吹奏楽部の演奏で幕を開け、町開発総
合センター内は、よい歯の表彰式や講演会、福祉
機器展示・相談コーナーなどが設けられました。
　駐車場内に設けられた出店ブースでは、長島町
ファーマーズクラブによる餅つき大会や、東町漁
協によるお魚大抽選会、新鮮な野菜や魚介類など
の出店に来場者が賑わいを見せました。
　雨模様のフェスタとなりましたが、祭り終盤で
の餅投げや、お楽しみ抽選会に多くの人だかりが
でき、雨を吹き飛ばすほどの歓声が飛び交いまし
た。

↑３位入賞を果たした鷹巣バレーボールスポーツ少年団

　鷹巣バレーボールスポーツ少年団が、12 月 25
日に姶良市で開催された「第 44 回鹿児島県スポー
ツ少年団バレーボール競技別交歓大会」の男女混
合の部に出場し、見事に３位に入賞しました。
　同団は、10 月に開催された北薩地区予選で優
勝を果たし、北薩代表として県大会へ出場。各地
区の代表 12 チームと優勝を目指して競い合いま
した。
　キャプテンの平慈源さん（鷹巣小６年）は「３
位入賞ができてうれしかった。３月に最後の地区
大会があるので、優勝を目指して頑張りたい」と
話しました。

鷹巣バレーボールスポーツ少年団

大会で３位に入賞県

↑恒例の餅投げには多くの人だかりが

東町漁協青壮年部が慰問

いしい寒ブリを味わってお
　12 月 22 日、東町漁協青壮年部は、町内の福祉
施設へ養殖ブリをプレゼントしました。
　同部はこの取り組みを毎年実施。この日は、岩
下幸裕部長が桃源郷やあかね園、長生園、スマイ
ル園、さざ波の５施設を慰問しました。
　桃源郷では、利用者たちがロビーで岩下部長を
出迎え、岩下部長が「おいしいブリを食べて元気
に長生きしてください」とあいさつし、養殖ブリ

「鰤王」を手渡しました。利用者の岩下喜美恵さ
んは「ありがとうございます。みんなで美味しく
いただきます」と笑顔で受け取っていました。

↑受賞した内薗さん（左）と中橋さん（右）

平成 28 年度統計功労者表彰伝達式

町の統計調査に尽力本
　平成 28 年度統計功労者として池田卓男さん（幣
串）、内薗とも子さん（川床上）、中橋美津子さん

（幣串）の 3 人が表彰され、12 月 8 日に実施され
た伝達式で内薗さん、中橋さんが川添町長から表
彰の伝達を受けました。
　内薗さんと池田さんは、ともに過去 3 回にわ
たり国勢調査の調査員を務められ、今回の「総務
大臣表彰」の受賞となりました。
　中橋さんは、長年にわたり工業統計調査、住宅・
土地統計調査、経済センサスなど統計調査員に従
事され、「鹿児島県統計協会会長表彰」の受賞と
なりました。

↑施設利用者へ手渡す岩下部長
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

▽
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報
な

が
し
ま
」
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
「
１
月
号
の
表
紙

は
初
日
の
出
を
！
」
と
狙
っ
て
い

ま
し
た
。
元
日
は
晴
れ
の
予
報

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
人
岳
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

６
時
半
ご
ろ
に
到
着
し
ま
し
た

が
、
予
想
以
上
に
多
く
の
参
拝
客

が
訪
れ
て
お
り
、
駐
車
場
も
ほ
ぼ

満
車
状
態
に
。
慌
て
て
撮
影
場
所

に
向
か
い
、
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
を

考
え
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
ご
来
光
の
時
間
を
迎
え
ま
し

た
。

　

ひ
た
す
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
ま
し
た
が
、
事
務
所
に
戻
り
写

真
を
確
認
す
る
と
…
。
今
年
の
目

標
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
カ
メ
ラ

の
腕
前
を
上
げ
る
事
」
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
か
ら
の
旬
な
話

題
の
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
る
広
報

係
で
す
が
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
（
濵
田
将
尚
）

10,793 (+14)

平成 28 年 12 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,213 (+6)
5,580 (+8)

  4,471 (+6)

花
フ
ェ
ス
タ
に
向
け
植
栽
進
む

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

↑花を咲かせている場所も

　

春
の
長
島
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

７
回
目
を
迎
え
る
「
夢
追
い
長
島
花
フ

ェ
ス
タ
」
を
、
３
月
25
日
（
土
）
か
ら

５
月
７
日
（
日
）
ま
で
の
44
日
間
、
サ

ン
セ
ッ
ト
の
丘
を
中
心
に
開
催
し
ま

す
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
夏
過

ぎ
か
ら
種
捲
き
を
し
て
育
て
た
パ
ン
ジ

ー
や
ビ
オ
ラ
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー

ジ
ー
な
ど
の
苗
を
、
11
月
か
ら
植
栽
し

始
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
に
向

け
て
、
昨
年
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
レ

イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
を
し
な
が
ら
順
次
植

栽
を
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
た
花
ば
な
は
、

春
の
訪
れ
を
待
っ
て
色
と
り
ど
り
の
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
は
３
月
25
日
で
す

が
、
日
々
大
き
く
な
る
花
々
を
見
る
の

も
楽
し
い
も
の
で
す
。
開
幕
前
に
会
場

を
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

↑植栽作業を進めるスタッフ
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１
月
１
日
、
行
人
岳
山
頂
の

展
望
所
で
は
、
初
日
の
出
を
拝

も
う
と
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル

な
ど
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
、
山
頂
ま
で
の

道
路
・
行
人
岳
線
が
完
成
し
、

交
通
の
便
が
良
く
な
っ
た
こ
と

で
、
例
年
よ
り
多
く
の
人
が
来

場
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
20
分
過
ぎ
、
山
と

雲
の
隙
間
か
ら
の
ご
来
光
が
見

え
始
め
る
と
、
展
望
所
は
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
写
真
を
撮
っ
た

り
、
今
年
一
年
の
健
康
や
幸
運

を
祈
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１７２

６ ７５

１３

８ １１

１２

２０ ２１

１５ １６ １８

１９

１０

３２

１７

９

1/29 1/31 １1/30 ４

２２ ２３ ２４

１４

２６

２５

２７ ２８ 3/1 3/2 3/3 3/4

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○いまむらクリニック 73-1700
○水野歯科医院 82-0064
□長島調剤薬局 64-5555
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□市民調剤薬局 68-0150
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

建国記念日

○長島クリニック88-6405
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○門松医院 64-6100
○石沢歯科医院 84-4411
□しおかぜ薬局 88-6011
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□ゆうゆう薬局 73-2907

○平尾診療所 88-2595
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○山田クリニック 72-0420
○おてき歯科医院 63-0393
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□よつば薬局 79-4331
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（2カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○北国医院 72-0016
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□上野薬局 72-1016
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

	

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック .なかむら 62-0241
○阿久根眼科 72-0040
○橋口歯科医院 63-2330
□長島調剤薬局 64-5555
□ふれあい薬局 63-3070
□高松薬局 73-4002
◇キッズクリニック 63-7707


